
第 42 期決算公告 令和８年７月22日
札幌市豊平区福住一条四丁目13番13号

北海道信連サービス株式会社
代表取締役 山本 茂誉

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 511,594
資 産 合 計 511,594

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 41,447
(賞与引当金) (8,198)
固 定 負 債 81,433
退職給付引当金 52,033
役員退任慰労引当金 29,400
株 主 資 本 388,714
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 378,714
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 376,214
(うち当期純利益) (11,711)

負債・純資産合計 511,594

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
十
九
日
福
島
地
方
裁
判
所

の
解
散
命
令
の
確
定
に
よ
り
解
散
し
ま
し
た
の
で
、
当
法

人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和

八
年
七
月
二
十
一
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清

算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

福
島
県
二
本
松
市
油
井
字
桑
原
九
九
番
地

清
算
法
人
長
谷
寺

清
算
人

井
上

航

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
組
合
は
、
令
和
八
年
七
月
十
七
日
静
岡
県
知
事
の
認

可
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有
す
る
者

は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
七
月
二
十
一
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

静
岡
県
袋
井
市
国
本
八
四
一
番
地

袋
井
市
土
橋
土
地
区
画
整
理
組
合

代
表
清
算
人

大
庭

哲
夫

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
八
日
開
催
の
責
任
役
員
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
七
月
二
十
一

日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右

期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま

す
。令

和
八
年
七
月
二
十
二
日

愛
知
県
名
古
屋
市
昭
和
区
雪
見
町
一
丁
目
六
番
地

神
な
が
ら
教
千
種
教
会

清
算
人

今
井
田
志
津
子

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
七

月
二
十
一
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下

さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清

算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

大
阪
府
東
大
阪
市
旭
町
三
番
四
号

医
療
法
人
山
下
歯
科

清
算
人

山
下

早
苗

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
土
地
改
良
区
は
、
令
和
八
年
五
月
二
十
七
日
鳥
取
県

知
事
の
認
可
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
土
地

改
良
区
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、本
公
告
第
一
回
掲
載（
令

和
八
年
七
月
二
十
一
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

鳥
取
県
岩
美
郡
岩
美
町
大
字
浦
富
六
七
五
番
地
一

岩
美
土
地
改
良
区

代
表
清
算
人

亀
井

勲

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
五
月
二
十
五
日
開
催
の
教
会
総

会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
五
月
二
十
日
島
根
県
知
事
の

許
可
を
受
け
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
七
月
二
十
一

日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右

期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま

す
。令

和
八
年
七
月
二
十
二
日

島
根
県
出
雲
市
多
伎
町
久
村
二
九
八
番
地
の
一

宗
教
法
人
日
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
久
村
教
会

清
算
人

中
出

潤
一

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
六
月
五
日
開
催
の
通
常
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載（
令
和
八
年
七
月
二
十
一
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

熊
本
県
玉
名
市
玉
名
二
〇
七
九
番
地

職
業
訓
練
法
人
玉
名
職
業
訓
練
運
営
会

清
算
人

上
嶋

秀
徳

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
十
二
日
福
島
地
方
裁
判
所

郡
山
支
部
の
命
令
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
七

月
十
七
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除

斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

福
島
県
本
宮
市
本
宮
字
戸
崎
七
一
番
地

宗
教
法
人
顕
本
教
会

福
島
県
郡
山
市
中
町
一
一
番
七
号
ア
オ
キ
ヤ
ビ
ル

四
階

う
ね
め
法
律
事
務
所

清
算
人

弁
護
士

稲
葉

裕
之

第
二
十
一
期
決
算
公
告

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

（
単
位
・
円
）

資
産
の
部

資
産
の
部
計

一
〇
〇
、
三
四
三
、
九
六
九

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部

負
債
の
部
計

四
七
、
二
八
〇
、
一
七
〇

正
味
財
産
の
部
計

五
三
、
〇
六
三
、
七
九
九

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部
計

一
〇
〇
、
三
四
三
、
九
六
九

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
五

一
三

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ
子
ど
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
理
事

齋
藤

昭
雄

第
十
六
期
決
算
公
告

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

資
産
の
部

（
単
位
・
円
）

資
産
の
部
計

一
、
〇
六
三
、
二
九
八

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部

（
単
位
・
円
）

負
債
の
部
計

〇

正
味
財
産
の
部
計

一
、
〇
六
三
、
二
九
八

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部
計

一
、
〇
六
三
、
二
九
八

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

東
京
都
世
田
谷
区
喜
多
見
九
丁
目
二
七
番
二
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
ン
ギ
オ
・
サ
ッ
カ
ー

ス
ク
ー
ル

代
表
理
事

城
田

智
仁


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